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は、「スルj や「シテイルJ などの形式とは共起しやすいが、 I~ ダス J I ~ハジメ jレ J I ~ツヅケルj などの
局面動認とは共起しにくいのに対し、出来事生起のありかたを表す副認は、局面動認と共起しやすく、「シ
テイルjとは共起しにくいことや、向じ出来事生起のありかたを表す副詞でも、「突然JI急に j などは I~
ダスJと共起しやすいのに対し、「早速JIすぐj などは I~ハジメル J と共起しやすいといった発克がなさ
れている。また、事態、存在や出来事生起のありかたを表すfilj詞にアスペクトやテンスだけでなく、モダリテイ
形式との共起制限が見られることや、時の状況成分と副詞との諾JI員については、従来も指摘はされていたが、
実態はそれとは多少違った様相を示していることが明らかになった。
充実した実態調査に対し、それぞれの現象を統一する理論へのとりまとめは、必ずしも成功しているとは
言い難し」調査と集計の丁寧さと比べると、分析に際して注目すべき数値や傾向を見落としているところも
いくつか克られる。それぞれの調査から、ある傾向が見いだされたことで満足して、なぜそのような傾向に
なるのかについての追究がおろそかになったり、他の傾向を見落としたりしているところがある。その中に
は、論をより強留に支える現象や理論化へ結びつく現象もあるだけに、集計結果をさらに詳細に分析するこ
とが望まれる。しかし、このことは、今後の研究の発展の可能性を示すものであって、本論文の価値を損な
うものではなv'o
よって、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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